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下郷町消防操法協議大会
　７月７日、下郷町消防団による消防操
法競技大会が行われました。写真は大会
に参加した選手と競技中の様子。
　今大会の優勝は、弥五島班でした。
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【
町
提
出
議
案
】

▼
30
年
度
下
郷
町
一
般
会
計
の
繰
越
明
許
費
（
報
告
）

▼
専
決
処
分
（
承
認
）

・
下
郷
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定

・
下
郷
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

設
定

・
30
年
度
下
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

・
30
年
度
下
郷
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

・
30
年
度
下
郷
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

・
30
年
度
下
郷
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

▼
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

▼
下
郷
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
設
定

▼
橋
梁
補
修
工
事
（
湯
野
上
橋
）
請
負
契
約

▼
雪
寒
建
設
機
械
購
入
契
約

▼
令
和
元
年
度
下
郷
町
一
般
会
計
補
正
予
算

▼
令
和
元
年
度
下
郷
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

▼
令
和
元
年
度
下
郷
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

▼
令
和
元
年
度
下
郷
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

【
議
員
提
出
議
案
】

▼
令
和
２
年
度
及
び
復
興
・
創
生
期
間
後
も
国
の
「
被
災
児
童
生

徒
就
学
支
援
等
事
業
」
の
継
続
と
被
災
児
童
生
徒
の
十
分
な
就

学
支
援
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

◆
令
和
２
年
度
及
び
復
興
・
創
生

期
間
後
も
国
の
「
被
災
児
童
生

徒
就
学
支
援
等
事
業
」
の
継
続

と
被
災
児
童
生
徒
の
十
分
な
就

学
支
援
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
▽
陳
情
者

下
郷
町
大
字
沢
田
字
前
田
乙
４

３
５
番
地

	

星　

新
栄 

氏　

他
１
名

▽
審
査
結
果
～
採　
択

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
付
託
）

▽
意
見
書
提
出
の
議
決

　

復
興
大
臣
な
ど
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
を
議
決
し
た
。

◆
教
職
員
の
長
時
間
過
密
労
働
の

解
消
に
向
け
た
意
見
書
の
提
出

◆
「
ふ
く
し
ま
学
力
調
査
」
中
止

の
意
見
書
の
提
出

▽
陳
情
者

下
郷
町
大
字
沢
田
字
前
田
乙
４

３
５
番
地

	

星　

新
栄 

氏　

他
１
名

　

白
石
光
史
委
員
の
再
任
人
事
が

６
月
定
例
会
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

白
石
委
員
は
、
平
成
19
年
６
月

に
初
め
て
教
育
委
員
と
な
り
今
回

で
４
期
目
と
な
り
ま
す
。

月６
例定 会

　６月定例会は７日から１４日までの８日間の会期
で開かれました。
　今定例会では、専決処分の承認、教育委員会委員
の人事案件、条例の一部改正、契約案件、令和元年
度補正予算など町提出議案１４件と、議員提出議案
１件の１５件が審議され全て可決しました。

教
育
委
員

	

白
石 

光
史 

氏 

再
任

▽
審
査
結
果
～
継
続
審
議

（
総
務
文
教
常
任
委
員
会
付
託
）

　

今
後
、
２
件
を
総
務
文
教
常
任

委
員
会
で
継
続
審
議
が
な
さ
れ
る
。

就
学
支
援
の
意
見
書
提
出
を
議
決
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増税に伴う低所得者への支援を
含む66,316千円を追加補正

　今回の一般会計予算（6月補正）では、10月からの消費税増税に合わせ国の事業であ
るプレミアム商品券（おもいやり商品券）や介護保険料の軽減など低所得者への支援、下
郷町への移住支援金、町職員の人事異動に伴う人件費の調整などの補正が行われました。

一般会計予算（６月補正）の主なもの

地域創生総合支援事業県補
助金 450万円

ふくしま移住支援金給付事
業県補助金 150万円

プレミアム商品券事業費国
庫補助金 750万円

消防団救助能力向上資機材
緊急整備事業国庫補助金 86万4千円

介護保険低所得者保険料軽
減国庫負担金 267万9千円

介護保険低所得者保険料軽
減県負担金 133万9千円

コミュニティ助成事業
（LED防犯灯設置助成） 250万円

下郷町移住支援金 200万円

プレミアム商品券交付金
（おもいやり商品券） 3,750万円

災害対策備品購入 259万5千円

幼児教育無償化システム改
修委託料 399万3千円

低所得者保険料軽減操出金 535万6千円

▼歳入 ▼歳出

▼
消
防
団
救
助
能
力
向
上
資
機
材

緊
急
整
備
事
業
補
助
金

〈
内　
容
〉

　

本
補
助
金
を
充
当
し
、
災
害
対

策
と
し
て
、
手
動
式
油
圧
切
断
機

と
携
帯
型
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機

を
購
入
す
る
も
の
。

手
動
式
油
圧
切
断
機
と
携

帯
型
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線

機
を
購
入
す
る
と
あ
っ
た
が
、
機

械
の
使
用
説
明
等
は
ど
う
す
る
の

か
、
ま
た
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
は
、

各
班
に
整
備
す
る
の
か
。

油
圧
切
断
機
は
３
台
購
入

し
、
消
防
機
関
部
で
あ
る
、

塩
生
班
、
刈
林
班
、
湯
野
上
班
に

配
備
し
、
配
備
さ
れ
て
か
ら
広
域

消
防
に
研
修
を
依
頼
す
る
。

　

携
帯
型
デ
ジ
タ
ル
簡
易
無
線
機

は
10
台
購
入
し
、
通
常
は
役
場
に

配
備
し
て
捜
索
な
ど
の
現
場
に
持

っ
て
い
き
、
各
部
長
な
ど
に
使
用

さ
せ
る
。

▼
下
郷
町
移
住
支
援
金

〈
内　
容
〉

　

ふ
く
し
ま
移
住
支
援
金
給
付
事

業
補
助
金
１
５
０
万
円
に
つ
い
て

は
、
令
和
元
年
か
ら
の
新
規
事
業

で
、
福
島
県
と
市
町
村
が
国
へ
共

同
申
請
を
行
っ
て
い
る
。

　

福
島
県
が
地
域
再
生
計
画
を
策

定
し
、
ふ
く
し
ま
移
住
支
援
金
給

付
事
業
に
よ
り
、
新
た
に
移
住
支

援
を
図
っ
て
い
く
内
容
で
あ
る
。

下
郷
町
移
住
支
援
金
と
し

て
２
０
０
万
円
と
あ
る
が

１
回
の
金
額
な
の
か
、
１
件
の
金

額
な
の
か
。

単
身
世
帯
だ
と
60
万
円
、

２
人
以
上
の
世
帯
者
だ
と

１
０
０
万
円
上
限
で
、
２
世
帯
想

定
計
上
し
て
い
る
。
１
回
の
支
出

で
あ
る
。

令 和 元 年 度
一般会計補正予算

予
算
内
容
と
質
疑
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▼
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
交
付
金

　
（
思
い
や
り
商
品
券
）

〈
内　
容
〉

　

消
費
税
増
税
が
低
所
得
者
及
び

子
育
て
世
帯
に
及
ぼ
す
影
響
を
緩

和
す
る
た
め
、
２
万
５
千
円
分
の

商
品
券
を
２
万
円
で
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
る
制
度
。

利
用
可
能
店
の
募
集
で
何

件
応
募
が
あ
っ
た
の
か
。

1
6
4
店
舗
中
、
28
店
舗

が
登
録
。
ま
だ
不
足
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
約
１
カ
月
間
の

追
加
募
集
と
し
た
。

低
所
得
者
（
非
課
税
者
）

へ
の
配
慮
は
ど
う
な
の
か
。

対
象
者
へ
引
換
券
を
交
付

し
、
役
場
で
は
な
く
郵
便

局
で
商
品
券
に
換
え
て
い
た
だ
く
。

せ
っ
か
く
馴
染
ん
で
き
た

「
し
も
ご
ろ
う
カ
ー
ド
」

に
組
込
む
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

町
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

事
業
と
区
別
す
る
た
め
に

「
お
も
い
や
り
商
品
券
」
と
し
て

い
る
。
こ
の
事
業
は
す
べ
て
国
の

補
助
事
業
な
の
で
「
し
も
ご
ろ
う

カ
ー
ド
」
と
は
別
の
事
業
と
な
る
。

▼
低
所
得
者
保
険
料
軽
減
操
出
金

〈
内　
容
〉

　

消
費
税
増
税
に
伴
い
、
介
護
保

険
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
、
町
の

条
例
も
改
正
さ
れ
る
。
保
険
料
軽

減
の
対
象
者
拡
大
と
、
軽
減
率
の

改
定
に
よ
り
保
険
料
の
減
額
と
な

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
差
額
を
一
般

会
計
か
ら
介
護
保
険
特
別
会
計
へ

繰
入
し
、
補
填
す
る
予
算
。

保
険
料
軽
減
率
の
下
げ
幅

は
、
本
町
で
は
ど
の
位
と

な
っ
て
い
る
か
。

従
来
は
第
１
段
階
の
み
が

軽
減
対
象
だ
っ
た
が
、
第

３
段
階
ま
で
該
当
と
な
る
。
下
げ

幅
は
、
１
段
階
が
０
・
０
７
５
、

第
２
段
階
は
０
・
１
２
５
、
第
３

段
階
は
０
・
０
２
５
と
な
る
。

保
険
料
の
減
額
に
よ
り
、

介
護
保
険
の
財
源
は
厳
し

く
な
ら
な
い
か
。

国
が
二
分
の
一
、
県
が
四

分
の
一
を
負
担
す
る
。

橋
梁
補
修
工
事
・
除
雪
機
械
購
入
契
約
案
件
を
議
決

橋
梁
補
修
工
事
請
負
契
約

○
場　
所

　

湯
野
上
橋

○
契
約
方
法

　

指
名
競
争
入
札
（
６
社
入
札
）

○
契
約
金
額

　

１
億
４
８
５
０
万
円

○
契
約
相
手

　

三
立
土
建
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

浅
沼 

秀
俊

〈
内　
容
〉

　

本
工
事
は
補
助
事
業
で
補
助
率

58
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。
下
部

工
の
補
修
及
び
制
震
ダ
ン
パ
ー
設

置
に
よ
る
耐
震
補
強
等
を
行
い
、

工
期
は
令
和
２
年
３
月
末
と
な
っ

て
い
る
。

〈
主
な
質
疑
〉

会
津
縦
貫
南
道
路
工
事
の

大
型
車
両
が
通
る
が
影
響

は
な
い
の
か
。

大
型
車
両
の
通
行
に
対
し

て
は
交
通
規
制
の
中
で
対

応
す
る
。

雪
寒
建
設
機
械
購
入
契
約

○
車　
種

　

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
14
ｔ
級

○
契
約
方
法

　

指
名
競
争
入
札
（
５
社
入
札
）

○
契
約
金
額

　

３
２
８
３
万
５
千
円

○
契
約
相
手

　

喜
多
方
ブ
ル
自
工
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

上
野 

利
八

〈
内　
容
〉

　

現
在
、
町
直
営
で
路
線
の
拡
幅

等
に
使
用
し
て
い
る
、
日
立
ロ
ー

タ
リ
ー
除
雪
車
13
ｔ
級
の
更
新
に

伴
い
、
新
し
い
除
雪
車
を
導
入
す

る
も
の
。
日
立
除
雪
車
は
平
成
10

年
に
導
入
し
20
年
が
経
過
し
て
い

た
。

〈
主
な
質
疑
〉

今
年
度
の
除
雪
時
期
に
納

車
は
間
に
合
う
の
か
。

急
ぐ
よ
う
に
し
て
い
る
が

年
度
末
付
近
の
納
車
に
な

る
か
と
思
わ
れ
る
。

湯
野
上
橋
の
全
景

稼
働
中
の
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
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一般質問

５議員が

町政を問う

　６月定例会では、５人の議員が１４件の一般質問を６月１２日に行い、活発
な議論を展開しました。６ページより、質問した順に代表する質問の質疑応答
を要約してお知らせします。

山名田久美子（６ページ）
●はしか予防接種について
●有害鳥獣被害について

湯田　健二（８ページ）
●町振興計画について
●町道弥五島白岩線の改良について
●農業振興について

小椋　淑孝（１０ページ）
●町の機構改革状況について
●保健師の人数について
●町ホームページの活用について

玉川　邦夫（７ページ）
●相次ぐ殺傷事件からの教訓
●長期展望に立った観光事業を目指して
●在京下郷の方々を町おこし協力隊に

星　　輝夫（９ページ）
●観音沼森林公園アクセス道路改修について
●塔のへつりの安全対策について
●原発事故での賠償金請求について

　“一般質問”は、議員が町の行政全般について、事務の執行状況や将来の方針等を聞き、
町長などに所信や疑問をただすことで、報告や説明を求めることです。
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一般質問

山名田　久美子　議員
kumiko  yamanada

は
し
か
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
は

 

有
害
鳥
獣
被
害
の
実
態
は

上
限
は
あ
る
が
助
成
制
度
は
あ
る

有
害
鳥
獣
の
個
体
数
を

　
　
　
　
　
　
ど
う
減
ら
す
か
が
課
題

質問

質問

答弁

答弁

は
し
か
ワ
ク
チ
ン
は
、
１

歳
と
小
学
校
入
学
前
の
計

２
回
が
定
期
接
種
の
対
象
で
、
公

費
助
成
と
な
る
。

　
日
本
で
は
、
１
９
７
８
年
か
ら

定
期
接
種
が
始
ま
り
、
２
回
接
種

す
れ
ば
予
防
が
で
き
る
。
た
だ
、

１
９
９
０
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
は
、
当
時
の
制
度
で
１

回
だ
っ
た
た
め
免
疫
が
不
十
分
で

感
染
の
恐
れ
が
あ
る
。

　
定
期
接
種
の
対
象
で
な
け
れ
ば

原
則
自
己
負
担
に
な
り
、
予
防
接

種
は
１
回
１
万
円
程
度
、
抗
体
検

現
在
町
内
に
お
い
て
、
有

害
鳥
獣
被
害
は
田
畑
に
限

ら
ず
観
音
沼
や
中
山
風
穴
で
も
見

ら
れ
る
。

　
観
音
沼
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に

よ
る
ミ
ツ
ガ
シ
ワ
や
水
芭
蕉
の
被

害
が
多
く
見
ら
れ
る
。
珍
し
い
浮

島
が
あ
る
が
、
こ
の
浮
島
は
枯
れ

た
植
物
が
腐
ら
ず
積
み
重
な
っ
た

も
の
（
泥
炭
）
と
、
ミ
ツ
ガ
シ
ワ

の
根
で
作
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ミ

ツ
ガ
シ
ワ
が
被
害
に
遭
う
と
い
う

査
は
数
千
円
か
か
る
よ
う
で
あ
る
。

　
現
在
各
市
町
村
で
は
、
39
歳
か

ら
56
歳
ま
で
の
男
性
を
対
象
に
、

免
疫
の
有
無
を
調
べ
る
抗
体
検
査

と
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
無
料
に
な
る

ク
ー
ポ
ン
を
配
布
し
て
い
る
。

　
下
郷
町
で
は
対
象
と
な
る
年
代

の
人
数
は
何
人
に
な
る
の
か
。
ま

た
、
そ
れ
以
外
１
９
９
０
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
町
民
へ
の

助
成
制
度
は
あ
る
の
か
伺
う
。

今
年
度
は
、
昭
和
47
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
54
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
が
対
象
で
、

こ
と
は
、
浮
島
が
で
き
に
く
く
な

る
。

　
中
山
風
穴
で
は
ま
だ
指
定
地
内

で
の
被
害
は
見
ら
れ
な
い
が
、
い

こ
い
の
広
場
周
辺
で
群
生
し
て
い

た
ピ
ン
ク
の
イ
カ
リ
ソ
ウ
が
、
イ

ノ
シ
シ
の
被
害
に
よ
り
掘
り
起
こ

さ
れ
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
た
。

　
被
害
が
大
き
く
な
る
前
の
対
策

と
し
て
、
柵
や
ネ
ッ
ト
、
わ
な
の

設
置
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
森
の
案
内
人
や
尾
瀬
沼
の
保
護

に
か
か
わ
っ
て
い
る
方
々
の
意
見

も
聞
い
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
わ

な
狩
猟
免
許
取
得
に
補
助
金
を
出

し
、
各
行
政
区
か
ら
２
名
の
推
薦

を
得
て
講
習
を
受
け
て
も
ら
う
と

し
て
い
た
が
、
そ
の
後
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

観
音
沼
に
は
シ
カ
駆
除
わ

な
の
設
置
や
、
防
鳥
ネ
ッ

ト
設
置
を
し
て
き
た
。
し
か
し
、

１
８
７
名
と
な
っ
て
い
る
。

　

妊
娠
を
予
定
、
ま
た
は
希
望
し

て
い
る
女
性
及
び
配
偶
者
に
対
し

抗
体
検
査
は
６
６
０
０
円
、
予
防

接
種
は
１
万
１
０
０
０
円
を
上
限

に
助
成
し
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
も
広
報
等
で
周
知
を

し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

わ
な
に
か
か
ら
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
観
光
地
で
も
あ
り
、
景
観

上
の
問
題
や
安
全
対
策
を
優
先
に

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
を
受
け
て
い

る
た
め
対
策
は
限
定
さ
れ
る
。
ど

の
よ
う
に
し
て
個
体
数
を
減
ら
す

か
が
問
題
で
あ
り
、
町
捕
獲
隊
や

森
の
案
内
人
の
方
の
提
案
・
意
見

を
聞
き
な
が
ら
対
策
を
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

　

わ
な
狩
猟
免
許
取
得
推
薦
者

は
、
６
月
10
日
現
在
で
14
行
政
区

27
名
で
あ
る
。
有
害
鳥
獣
捕
獲
の

担
い
手
確
保
が
期
待
さ
れ
る
。

観
音
沼
と
浮
島
の
様
子
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一般質問

不
登
校
児
へ
の
卒
業
後
の
支
援
体
制
を
問
う

長
期
展
望
に
立
っ
た
観
光
事
業
政
策
を
問
う

在
京
下
郷
の
懇
談
会
の
あ
り
方
を
問
う

民
生
委
員
等
の
情
報
に
よ
り

　
　
　
社
会
参
加
の
動
機
づ
け
を
図
る

素
晴
し
い
自
然
と
環
境
を

　
　
　
滞
在
型
観
光
に
生
か
し
て
い
く

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
提
言
を

　
　
　
　
　
　
　
テ
ー
マ
に
し
て
い
く

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

引
き
こ
も
っ
て
い
た
成
人

が
集
団
登
校
児
童
を
襲
っ

た
事
件
、
引
き
こ
も
り
の
息
子
の

行
動
に
危
機
感
を
持
っ
た
父
親
の

殺
傷
事
件
。
引
き
こ
も
り
＝
犯
罪

予
備
軍
と
い
っ
た
偏
見
が
、
今
、

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

本
町
の「
不
登
校
児
童
生
徒
」へ
の

卒
業
後
の
支
援
体
制
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。
ま
た
、
こ
の
憂
慮
す
べ

き
事
態
に
、
学
校
現
場
や
家
庭
・

地
域
に
ど
の
よ
う
な
支
援
が
大
事

な
の
か
を
伺
い
た
い
。

義
務
教
育
後
は
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
等
の
問
題
を
抱
え

ド
ロ
ー
ン
な
ど
を
使
っ
て
、

イ
ベ
ン
ト
の
主
役
で
あ
る

町
民
の
活
動
の
様
子
や
観
光
客
の

満
足
さ
れ
て
い
る
表
情
を
、
ふ
ん

だ
ん
に
取
り
入
れ
た
観
光
ビ
デ
オ

を
製
作
し
、
発
信
し
て
ほ
し
い
。

（
株
）ミ
ル
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ジ
イ
ゴ
坂
ス
タ
ジ

オ
と
委
託
契
約
し
て
、
動
画
配
信

し
た
り
、
観
光
キ
ャ
ラ
バ
ン
会
場

で
上
映
し
た
り
し
て
い
る
。
ド
ロ

ー
ン
に
よ
る
ビ
デ
オ
制
作
に
つ
い

て
、
今
後
観
光
協
会
と
協
議
し
て

い
く
。

今
年
か
ら
観
光
公
社
に

「
旅
行
取
り
扱
い
」
の
資

格
を
持
っ
た
職
員
が
配
置
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
現
在
の
「
一
般
財
団
法

人
」
か
ら
、
自
主
性
を
も
っ
た
事

業
展
開
が
よ
り
可
能
だ
と
言
わ
れ

て
い
る
「
一
般
社
団
法
人
」
に
、

経
営
形
態
を
変
え
て
い
く
構
想
は

あ
る
の
か
を
伺
い
た
い
。

学
識
豊
か
な
方
、
戦
後
苦

労
し
て
企
業
を
起
こ
し
て

き
た
方
、
こ
れ
か
ら
の
故
郷
に
関

心
を
持
た
れ
て
い
る
方
々
が
多
く

お
ら
れ
る
。「
企
業
誘
致
」「
民
泊
」

等
の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
知
恵

を
頂
け
る
よ
う
な
懇
談
会
に
し
て

ほ
し
い
。

十
分
な
関
り

が
で
き
て
い

な
い
。

　

今
後
、
区

長
や
民
生
委

員
か
ら
の
情

報
を
共
有
し

な
が
ら
支
援

を
し
て
い
き

社
団
法
人
は
、
同
一
事
業

団
体
の
集
ま
り
を
想
定
し

た
法
人
な
の
で
、
現
在
、
町
観
光

公
社
の
運
営
形
態
に
は
そ
ぐ
わ
な

い
と
考
え
る
。

大
峠
ま
で
の
大
自
然
を
長

期
展
望
に
立
っ
て
、
森
林

浴
・
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
森
に
指
定

会
則
に
「
情
報
交
換
を
密

に
し
、
町
の
発
展
に
寄
与

す
る
」
を
目
的
に
し
て
い
る
。
本

年
は
、
二
人
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
報
告
と
在
京
会
員
の
ま

ち
づ
く
り
提
言
を
検
討
し
て
い
く
。

玉川　邦男　議員
kunio  tamakawa

集団登校時の見守り隊活動の様子

し
、
心
身
の
疲
れ
を
癒
す
森
林
公

園
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。
遊

歩
道
や
案
内
板
の
設
置
、
動
植
物

の
保
護
、
エ
コ
カ
ー
の
運
行
、
温

泉
と
の
連
携
な
ど
、
癒
し
の
空
間

を
提
供
で
き
れ
ば
、
滞
在
客
も
増

え
る
だ
ろ
う
と
思
う
が
ど
う
か
。

第
６
次
振
興
計
画
策
定
に

あ
た
り
、
町
民
交
え
て
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
予

定
で
あ
る
。
素
晴
し
い
自
然
環
境

を
生
か
し
た
滞
在
型
を
観
光
公
社

の
事
業
を
初
め
、
積
極
的
に
考
え

て
い
き
た
い
。

た
い
。な
お
、こ
う
し
た
社
会
問
題

の
未
然
防
止
の
た
め
に
、
警
察
や

行
政
に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の

強
化
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ソ
ウ
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
の
橋
渡

し
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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湯田　健二　議員
kenji  yuda

町
民
に
身
近
な
振
興
計
画
の
作
成
と
実
行
を

農
業
振
興
の
課
題
へ
の
対
策
と

　
　
　
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う

冬
期
間
通
行
止
め
の
解
消
と

　
　
　
　
　
　
　
　
町
道
の
早
期
改
良
を

住
民
、
行
政
、
議
会
の

　
　
協
働
に
よ
る
計
画
の
策
定
を
行
う

国
や
町
の
補
助
金
に
よ
る
対
策

　
　
　
慎
重
な
計
画
の
見
直
し
を
行
う

県
へ
の
要
望
の
継
続
と

　
　
　
事
業
化
へ
向
け
た
検
討
を
行
う

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

第
１
次
振
興
計
画
が
策
定

さ
れ
た
昭
和
50
年
か
ら
現

在
ま
で
に
、
本
町
を
取
り
巻
く
環

境
は
大
き
く
変
貌
し
て
い
る
。
深

刻
な
過
疎
化
や
農
業
情
勢
の
変
化

は
大
変
な
状
況
に
あ
り
、
昭
和
50

年
と
平
成
31
年
４
月
を
比
較
し
た

と
き
、
人
口
で
約
50
％
の
減
、
高

齢
化
率
は
約
3
・
7
倍
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
町
民
の

声
や
多
く
の
参
加
を
い
た
だ
き
第

６
次
振
興
計
画
を
策
定
し
て
い
た

だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、

そ
れ
に
伴
う
耕
作
放
棄
地

の
増
加
や
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害

が
農
業
生
産
の
支
障
と
な
っ
て
お

り
、
早
急
に
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
町
長
の
考
え

は
ど
う
か
。

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
変
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

有
害
鳥
獣
の
対
策
も
講
じ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。国
の
中
山

間
地
域
等
直
接
支
払
、多
面
的
機
能

県
道
高
陦
田
島
線
の
白
岩

水
門
間
は
、
冬
季
間
は
交

通
止
め
と
な
っ
て
お
り
、
県
で
は

バ
イ
パ
ス
化
で
こ
れ
の
解
消
を
図

現
在
、
第
６
次
振
興
計
画

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
や
第

５
次
振
興
計
画
の
評
価
、
検
証
を

行
い
課
題
や
問
題
点
を
分
析
し
て

い
る
。
今
後
、
職
員
で
組
織
さ
れ

る
策
定
委
員
や
振
興
計
画
審
議
委

員
会
、
町
民
の
声
を
い
た
だ
く
た

め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、
住

民
、
行
政
、
議
会
と
の
協
働
に
よ

る
総
合
的
な
計
画
策
定
を
し
て
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

第
５
次
振
興
計
画
の
検
証
結
果

や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
の
た

め
計
画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。

支
払
交
付
金
や
町
単
独
補
助
金
を

活
用
し
対
策
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

平
成
30
年
度
事
業
の
農
業

振
興
地
域
整
備
計
画
の
見

直
し
業
務
委
託
は
終
了
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
今
年
度
は
予
算
化

さ
れ
て
い
な
い
が
進
捗
状
況
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
山
村
振
興
法
関
係
の
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

計
画
見
直
し
業
務
は
完
了

し
て
お
り
、
委
託
の
成
果

る
と
し
て
い
る
が
連
絡
は
な
い
。

　
ま
た
、
弥
五
島
白
岩
線
の
通
称

阿
久
戸
坂
は
重
要
な
路
線
で
あ
る

こ
と
か
ら
一
日
も
早
い
改
良
お
願

い
し
た
い
が
ど
う
か
。

冬
期
間
の
通
行
止
め
解
消

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
県

へ
の
要
望
を
継
続
し
て
い
く
。
町

道
で
あ
る
阿
久
戸
坂
に
つ
い
て
は
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
財
源
等
の
条
件

を
踏
ま
え
、
事
業
化
に
向
け
用
地

交
渉
と
と
も
に
検
討
し
て
い
く
。

一般質問

品
と
農
家
意
識
調
査
の
結
果
を
基

に
原
案
の
作
成
を
行
う
。
今
後
、

協
議
会
の
設
置
や
町
民
へ
の
説
明

会
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　

山
村
振
興
法
に
つ
い
て
、
県
で

定
め
た
山
村
振
興
法
基
本
方
針
に

合
致
す
る
よ
う
見
直
し
に
向
け
検

討
、
協
議
し
て
い
く
。

第３、４、５次振興計画
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安
心
・
安
全
な
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
を

安
全
確
保
に
向
け
て

　
　
　
県
や
国
へ
打
診
は
で
き
な
い
の
か

原
発
事
故
に
伴
う
賠
償
金
請
求
の
状
況
は

現
道
を
利
用
し
た
管
理
体
制
で

　
部
分
的
な
拡
幅
を
検
討
し
て
い
き
た
い

個
別
活
用
計
画
策
定
の
検
討
と

　
　
　
　
　
　
安
全
確
保
に
努
め
た
い

各
行
政
区
で
７
割
の
進
捗

　
町
は
対
象
で
な
く
今
後
情
報
収
集
を

質問

質問 質問

答弁

答弁 答弁

国
道
２
８
９
号
か
ら
観
音

沼
森
林
公
園
へ
向
か
う
道

が
便
利
な
た
め
、
交
通
量
が
増
え

て
い
る
と
聞
い
た
。
地
元
住
民
し

か
使
用
し
て
い
な
か
っ
た
道
路
だ

が
、
大
型
バ
ス
も
運
行
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
事
故
が
発
生

す
る
前
に
車
が
安
心
し
て
す
れ
違

え
る
よ
う
拡
幅
・
改
良
工
事
が
必

要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

国
道
２
８
９
号
か
ら
観
音

沼
森
林
公
園
へ
向
か
う
南

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
塔
の
へ
つ
り

で
、
転
落
防
止
の
手
す
り
設
置
な

ど
ま
だ
安
全
確
保
が
必
要
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

指
定
地
内
に
お
い
て
岩
肌

へ
の
変
更
を
す
る
場
合
、

文
化
庁
へ
の
現
状
変
更
申
請
が
必

要
と
な
っ
て
く
る
。
ま
た
、
手
す

り
等
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
観
光

各
行
政
区
で
進
ん
で
い
る

原
発
森
林
補
償
請
求
に
つ

い
て
町
は
ど
の
程
度
把
握
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
町
の
森
林
補
償

請
求
の
手
続
き
は
終
了
し
て
い
る

の
か
。

倉
沢
野
際
線
は
、
法
令
に
基
づ
き

１
日
当
た
り
の
計
画
通
行
量
を
５

０
０
台
以
下
の
第
３
種
第
５
級
と

し
て
い
る
。
こ
れ
を
２
車
線
化
拡

幅
す
る
た
め
に
は
、
１
日
当
た
り

５
０
０
台
以
上
の
第
３
種
第
４
級

に
格
上
げ
す
る
必
要
が
あ
る
。
格

上
げ
し
た
場
合
、
現
道
の
拡
幅
だ

け
で
は
対
応
で
き
な
く
な
る
。

　

現
状
で
は
、
現
道
を
利
用
し
た

道
路
管
理
体
制
の
も
と
、
部
分
的

に
拡
幅
等
が
可
能
な
箇
所
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

を
目
的
と
し
た
公
開
活
用
の
位
置

づ
け
と
な
る
た
め
、
文
化
財
保
護

法
に
基
づ
く
個
別
の
文
化
財
保
護

活
用
計
画
が
必
要
と
な
る
。

　

今
後
、
計
画
の
策
定
に
向
け
、

検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
安
全
確
保
に
つ
い

て
も
県
、
国
と
協
議
し
な
が
ら
行

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

東
京
電
力
の
森
林
関
係
賠

償
金
請
求
に
つ
い
て
は
、

請
求
事
務
を
下
郷
町
森
林
組
合
が

行
っ
て
お
り
、
情
報
提
供
を
受
け

た
直
近
の
状
況
と
し
て
、
７
割
程

度
の
進
捗
と
の
こ
と
で
あ
る
。

星　輝夫　議員
teruo  hoshi

一般質問

塔
の
へ
つ
り
の
様
子

　

ま
た
森
林
補
償
請
求
に
つ
い
て
、

当
初
よ
り
そ
の
対
象
を
個
人
、
ま

た
は
中
小
法
人
と
し
て
お
り
地
方

公
共
団
体
は
含
ま
れ
て
い
な
い
た

め
、
現
在
は
請
求
手
続
き
を
行
っ

て
い
な
い
。

　

今
後
、
東
京
電
力
か
ら
の
情
報

に
留
意
し
、
県
や
近
隣
町
村
と
情

報
共
有
を
し
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
。
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一般質問

小椋　淑孝　議員
hidetaka  ogura

町
機
構
改
革
の
そ
の
後
を
問
う

町
民
の
健
康
維
持
・
推
進
へ
の
影
響
は

迅
速
な
町
の
情
報
発
信
を

組
織
全
体
を
見
据
え
た

　
　
　
　
　
人
員
配
置
を
行
っ
て
い
る

保
健
師
の
確
保
へ
よ
り
一
層
努
め
る

個
人
情
報
の

　
　
　
取
扱
い
も
含
め
検
討
し
て
い
く

質問

質問

質問

答弁

答弁

答弁

４
月
か
ら
総
合
政
策
課
が

設
置
さ
れ
た
が
、
企
画
政

策
係
が
３
名
と
１
名
減
、
商
工
観

光
係
が
２
名
と
１
名
減
、
そ
し
て

課
長
補
佐
が
不
在
で
す
が
、
12
月

議
会
の
説
明
か
ら
何
か
事
情
が
変

わ
っ
て
の
人
数
減
な
の
か
、
そ
し

て
総
合
政
策
課
の
予
定
人
数
が
減

っ
た
分
、
ど
こ
の
課
が
増
員
と
な

っ
た
の
か
。
さ
ら
に
は
、
町
づ
く

り
の
企
画
、
政
策
、
町
の
発
展
に

は
観
光
の
振
興
が
欠
か
せ
な
い
と

話
し
て
い
ま
し
た
が
、
総
合
政
策

課
に
は
課
長
補
佐
が
い
な
い
。
総

３
月
で
保
健
師
１
名
が
、

定
年
退
職
さ
れ
、
公
民
館

勤
務
と
し
て
再
任
用
さ
れ
た
が
、

保
健
師
の
新
た
な
採
用
は
な
か
っ

た
。
町
民
の
健
康
推
進
に
、
保
健

師
の
役
割
は
重
要
と
思
わ
れ
る
が
、

冬
期
間
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
、
今
年
は

つ
い
最
近
ま
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
感
染
し
た
子
供
が
い
た
と
聞
い

て
い
る
。
感
染
拡
大
を
防
ぐ
手
段

の
一
つ
と
し
て
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
各
小
中
学
校
・
保
育
所
の
感

染
者
数
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
載
せ

て
い
け
ば
、
携
帯
な
ど
で
確
認
し

た
保
護
者
は
、
外
出
先
や
接
触
を

防
ぐ
大
き
な
手
段
に
な
る
。
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
、
有
効
活
用
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
思
う
が
、
町
長
の
お
考

合
政
策
課
の
課
長
と
な
れ
ば
、
商

工
観
光
係
も
あ
る
こ
と
か
ら
不
在

が
多
く
な
り
、
課
長
補
佐
は
必
要

と
感
じ
る
が
、
必
要
な
い
と
判
断

し
た
の
か
。
課
長
補
佐
を
置
く
場

合
と
置
か
な
い
場
合
の
基
準
、
も

し
く
は
町
長
の
考
え
を
お
願
い
し

ま
す
。

各
課
の
人
員
配
置
は
、
組

織
全
体
を
見
据
え
て
、
年

齢
構
成
や
経
験
年
数
・
業
務
内
容

等
を
配
慮
し
て
、
人
員
配
置
し
て

い
る
が
非
常
に
苦
慮
し
て
い
る
。

課
長
補
佐
を
置
け
る
基
準
と
い
う

各
種
保
険
事
業
や
町
民
の
健
康
維

持
・
推
進
に
、
影
響
が
な
い
の
か

お
伺
い
し
ま
す
。

え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

現
在
、
保
護
者
へ
の
お
便

り
連
絡
や
メ
ー
ル
な
ど
が

中
心
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開
は
、

利
便
性
が
高
い
一
方
で
、
個
人
情

報
の
保
護
も
ま
た
重
要
な
事
項
で

あ
ろ
う
か
と
思
う
。
本
町
の
場
合
、

児
童
生
徒
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
患
者
個
人
が
特

定
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
も
考
え
ら

れ
る
。
町
民
あ
る
い
は
学
校
、
そ

し
て
保
護
者
と
話
し
合
い
を
し
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
く
。

の
は
な
い
。

　

町
長
の
専
決
事
項
だ
と
い
う
こ

と
を
申
し
添
え
て
ご
理
解
願
い
た

い
。

公
募
期
間
中
に
応
募
者
が

な
か
っ
た
た
め
、
試
験
を

実
施
し
て
い
な
い
。
県
の
医
大
や

中
央
病
院
に
も
お
願
い
し
た
経
過

が
あ
る
。
早
め
早
め
の
対
策
と
し

て
、
高
校
生
時
代
か
ら
家
庭
に
説

明
し
た
り
す
る
の
が
、
私
の
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

４月から設置された総合政策課
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当
初
、
町
長
は
６
月
定
例
会
閉
会
後
に
「
道
の
駅
し
も

ご
う
」の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
と
し
て
い
た
が
、議
員
内

か
ら「
報
告
は
全
員
協
議
会
で
行
う
べ
き
」と
異
論
が
出
た
。

　

全
員
協
議
会
を
開
催
す
る
べ
く
、
議
会
運
営
委
員
会
が

招
集
さ
れ
た
が
、「
報
告
を
聞
い
た
の
ち
に
全
員
協
議
会
を

開
く
べ
き
」
と
の
結
果
が
出
た
。

　

町
長
の
報
告
と
全
員
協
議
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
。

「
道
の
駅
し
も
ご
う
」
疑
惑
の
　
　

　
　
　
　
調
査
結
果
を
町
長
が
報
告

　

下
郷
町
地
域
振
興
株
式
会
社
が

管
理
す
る
道
の
駅
し
も
ご
う
の
疑

惑
報
道
に
つ
い
て
、
内
部
調
査
を

行
い
ま
し
た
の
で
議
員
の
皆
様
に

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

調
査
対
象
期
間
は
平
成
27
年
４

月
か
ら
平
成
29
年
３
月
ま
で
と
し
、

調
査
期
間
は
平
成
31
年
１
月
か
ら

令
和
元
年
５
月
ま
で
行
っ
た
。

　

調
査
内
容
は
、
売
上
の
着
服
の

有
無
、
購
入
物
品
の
私
的
流
用
の

有
無
、
ガ
ソ
リ
ン
代
の
二
重
請
求

の
有
無
、
旅
費
等
支
給
の
処
理
状

況
な
ど
を
書
類
審
査
や
聞
き
取
り

調
査
に
よ
り
実
施
し
た
。

３
月
議
会
で
道
の
駅
し
も

ご
う
の
指
定
管
理
に
つ
い

て
認
定
・
承
認
し
た
が
、「
下
郷
町

振
興
株
式
会
社
」
に
こ
の
ま
ま
任

せ
る
の
か
ど
う
か
、
再
検
討
も
考

え
ら
れ
る
が
お
考
え
を
伺
い
た
い
。

答
町長

今
、
こ
こ
で
考
え
直
す
と

い
う
の
は
発
言
が
早
い
と

考
え
て
い
る
。

今
回
の
疑
惑
に
つ
い
て
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
関
心
を

持
っ
て
い
る
。
カ
ー
ド
に
つ
い
て

も
な
ぜ
２
枚
必
要
だ
っ
た
の
か
な

ど
、
今
回
の
事
態
を
究
明
し
責
任

を
も
っ
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
町長

管
理
運
営
を
進
め
て
い
く

こ
と
、
再
発
防
止
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
申
し
上
げ
る
。

　

今
回
の
疑
惑
の
金
額
は
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
今
後
こ
の
よ
う
な

こ
と
が
無
い
よ
う
に
お
願
い
し
株

主
総
会
の
結
果
を
待
ち
た
い
。
ま

た
、
こ
の
問
題
に
議
会
と
し
て
ど

こ
ま
で
介
入
す
る
こ
と
が
正
し
い

の
か
、
他
に
も
町
が
出
資
し
て
い

る
会
社
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
検
討

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

　

こ
れ
は
意
見
で
す
の
で
答
弁
は

結
構
で
す
。

議
員
か
ら
の
質
疑

議
員
か
ら
の
意
見

〈
調
査
結
果
〉

▼
売
り
上
げ
の
着
服
に
つ
い
て

　

総
勘
定
元
帳
で
の
管
理
状
況
を

調
査
し
現
金
、
支
払
額
、
通
帳
入

金
額
は
合
致
し
て
お
り
売
上
金
の

着
服
は
な
か
っ
た
。

▼
購
入
物
品
の
私
的
流
用
の
有
無

　

購
入
品
の
確
認
や
販
売
店
へ
の

確
認
、
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た

結
果
、
道
の
駅
し
も
ご
う
で
使
用

し
な
い
も
の
が
確
認
さ
れ
た
。

▼
ガ
ソ
リ
ン
代
の
二
重
請
求
の
有
無

　

必
要
書
類
の
提
出
は
な
く
口
頭

で
了
承
を
も
ら
い
車
代
が
支
払
わ

れ
て
い
た
。
車
代
を
受
け
取
っ
て

い
る
が
私
用
車
に
会
社
経
費
で
ガ

ソ
リ
ン
を
給
油
す
る
な
ど
が
確
認

さ
れ
た
。

▼
旅
費
な
ど
の
支
給
は
適
正
に
処

理
さ
れ
て
い
た
か

　

出
張
命
令
簿
に
記
載
、
決
裁
さ

れ
て
い
な
い
旅
行
や
旅
行
行
程
が

一
致
し
な
い
旅
行
、
ま
た
超
過
勤

務
と
日
当
の
重
複
支
給
な
ど
が
確

認
さ
れ
た
。

　

そ
れ
ら
の
要
因
と
し
て
、
組
織

の
管
理
体
制
、
各
種
規
定
の
非
準

拠
、
会
計
管
理
や
そ
の
チ
ェ
ッ
ク

体
制
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

再
発
防
止
と
し
て
駅
長
を
中
心

と
し
た
組
織
管
理
の
確
立
、
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
、
関
係
諸

帳
簿
を
整
備
し
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の

確
立
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
廃

止
な
ど
の
提
言
が
さ
れ
た
。

道
の
駅
「
し
も
ご
う
」



下郷町
議会だより No.88 12

議会 topics

佐藤　盛雄　議長
総会の議長を務める

６月３日
福島市　杉妻会館

県町村議会議長会総会
　

令
和
元
年
６
月
３
日
、
福
島
市

杉
妻
会
館
で
福
島
県
町
村
議
会
議

長
会
の
定
期
総
会
が
行
わ
れ
、
総

会
の
議
長
に
、
下
郷
町
の
佐
藤
盛

雄
議
長
が
選
ば
れ
た
。

　

総
会
で
は
県
内
各
地
方
の
町
村

議
会
議
長
会
か
ら
の
議
題
や
、
ふ

く
し
ま
の
復
興
・
再
生
に
関
す
る

特
別
決
議
、
会
長
等
役
員
の
改
選

な
ど
多
く
の
議
題
が
あ
る
中
、
議

事
進
行
を
務
め
た
。

　

総
会
の
内
容
は
下
記
の
と
お
り

り
で
す
。

　
議　
　
　
事

▼
地
方
町
村
議
会
議
長
会
提
出
議

題
の
審
議
に
つ
い
て
（
23
件
）

〇
南
会
津
地
方
町
村
議
会
議
長
会

提
案
議
題

◦
会
津
縦
貫
南
道
路
並
び
に
栃

木
西
部
・
会
津
南
道
路
の
整

備
促
進
に
つ
い
て

◦
一
般
国
道
２
８
９
号
「
八
十

里
越
」
区
間
の
開
通
に
向
け

た
周
辺
道
路
未
改
良
区
間
の

整
備
促
進
に
つ
い
て

▼
役
員
改
選

会　

長

　

川
内
村
議
会
議
長

　
　
　

渡　

邉　

一　

夫
氏

　

副
会
長

　
　

磐
梯
町
議
会
議
長

　
　
　

鈴　

木　

久　

一
氏

　
　

塙
町
議
会
議
長

　
　
　

大　

縄　

武　

夫
氏

　

監　

事

　
　

大
玉
村
議
会
議
長

　
　
　

遠　

藤　

義　

夫
氏

　
　

会
津
坂
下
町
議
会
議
長

　
　
　

古　

川　

庄　

平
氏

　
　

平
田
村
議
会

　
　
　

上
遠
野　

健
之
助
氏

　

６
月
３
日
の
福
島
県
町
村
議
会
議
長
会
総
会
で
佐
藤

勤
議
員
が
自
治
功
労
者
（
町
村
議
会
議
員
と
し
て
11
年

以
上
在
職
功
労
者
）
の
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
会
開
会
日
に
佐
藤
議
長
よ
り
表
彰
状
と
記

念
品
の
伝
達
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
受
賞
者
の
あ
い

さ
つ
で
は
議
員
各
位
並
び
に
町
執
行
部
へ
の
感
謝
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

議事進行を務める佐藤議長

自治功労者表彰を受賞された　佐藤　勤　議員 議長より賞状を伝達

佐藤　勤　議員
自治功労者表彰を受賞
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議会 topics

下郷町議会から２題を提案
南会津地域の要望を国・県へ

７月３日
南会津地方

町村議会議員大会

講演を行う菅原氏

湯田議員が町議会を代表し提案理由を説明

特別決議文を述べる佐藤議長

　

南
会
津
町
「
御
蔵
入
交
流
館
」

で
第
70
回
議
員
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
第
70
回
の
記
念

講
演
と
し
て
、
ラ
ジ
オ
福
島
の
パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
菅
原
美

智
子
氏
を
お
招
き
し
、「
言
葉
の

魅
力
・
言
葉
の
魔
力
～
笑
顔
の
行

方
」
と
題
し
ご
講
演
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
「
笑
顔
で
話
す
言
葉
に
は
人
を

惹
き
つ
け
る
魅
力
・
魔
力
が
あ
り

議
会
と
い
う
多
種
多
様
な
難
題
を

扱
う
場
所
こ
そ
笑
顔
で
臨
ん
で
い

た
だ
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

本
大
会
で
は
、
湯
田
純
朗
議
員

が
「
地
域
高
規
格
道
路
会
津
縦
貫

南
道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い
て
」

と
、「
第
三
セ
ク
タ
ー
会
津
鉄
道
・

野
岩
鉄
道
並
び
に
生
活
バ
ス
路
線

へ
の
支
援
措
置
に
つ
い
て
」
の
２

件
を
提
案
し
、
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

各
町
村
が
抱
え
る
諸
問
題
に
対

す
る
要
望
や
、
大
会
決
議
、
ふ
く

し
ま
復
興
・
再
生
に
関
す
る
特
別

決
議
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
下
郷
町

議
会
提
案
を
含
め
た
12
件
全
て
が

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

　

ま
た
、
昨
年
の
大
会
で
可
決
さ

れ
た
要
望
の
経
過
報
告
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
地
域
高
規
格
道
路
会
津
縦
貫
南

道
路
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

〇
湯
野
上
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
、

今
後
も
国
に
事
業
促
進
を
働
き

か
け
て
い
く
。

〇
田
代
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮

称
）
と
下
郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
（
仮
称
）
の
間
に
新
た
な
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
設
置
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
利

用
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

〇
小
沼
崎
バ
イ
パ
ス
の
事
業
促
進

に
つ
い
て
は
、（
仮
称
）田
代
ト

ン
ネ
ル
の
掘
削
工
事
と（
仮
称
）

下
郷
大
橋
の
橋
梁
上
部
工
事
が

着
工
と
な
っ
た
。

〇
下
郷
田
島
バ
イ
パ
ス
の
早
期
事

業
促
進
に
つ
い
て
は
、
各
種
設

計
の
実
施
、
用
地
買
収
を
進
め

一
部
区
間
で
工
事
が
着
手
さ
れ

て
い
る
。

▼
第
三
セ
ク
タ
ー
会
津
鉄
道
・
野

岩
鉄
道
並
び
に
生
活
バ
ス
路
線

へ
の
支
援
措
置
に
つ
い
て

〇
令
和
元
年
度
か
ら
３
か
年
を
期

間
と
し
た
経
営
健
全
化
計
画
に

沿
っ
て
経
営
安
定
化
補
助
金
に

よ
る
支
援
を
行
う
。

〇
県
会
津
線
等
対
策
協
議
会
と
し

て
も
国
及
び
国
会
議
員
へ
の
要

望
を
続
け
る
。

〇
生
活
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
を
ま
た
が
っ
て
運
行
し
て
い

る
バ
ス
路
線
を
対
象
に
、
路
線

の
欠
損
額
を
バ
ス
事
業
者
に
対

し
国
と
協
調
し
て
支
援
し
て
い

く
。
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5月22日
福島県町村議会
広報研修会

6月23日
第28回青少年健全育成
世代間交流事業

講演を行う講師の芳野政明氏

　中央から議会広報サポーターの芳野政明氏
を講師に招き、前半は、「効果ある議会だよ
りの編集」についての講義、後半は県内７町
村の議会広報クリニックが行われ、予定時間
を超える熱の入った研修となりました。
　議会だよりで最も読者を引きつけるページ
として、芳野先生は冒頭に、どんな一般質問
があったのか、政策提案の結果はどうなった
のか、この二つをあげました。
　そこには、読んでもらえるような魅力ある
議会だより編集を我々が求められています。

　６月２３日、大川ふるさと公園で下郷町青少年
育成町民会議主催の世代間交流事業が開催されま
した。
　町議会からは副議長、総務文教常任委員が来賓
として出席し、競技に参加する委員もいました。
　今年度からパークゴルフに変更となり、参加チ
ームは１６チームで地域の小・中学生からおじい
ちゃん、おばあちゃんまでの４名でチームを作り
パークゴルフを通じて世代間の交流を深めていま
した。

　読みたくなるような紙面づくりには、
◦１３字以内のタイトル
◦伝えるものが見える写真とキャプション
◦住民が登場するインタビュー企画
ということを改めて強く感じさせられた研修会でした。

議会 topics

住民に伝わり、
住民に役立つ議会だよりを!

パークゴルフで
世代間の交流を
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議会 topics

7月11日
下郷町小沼崎地内

7月12日
下郷ふれあいセンター

２階研修室

落
合
集
落
内
で
の
現
地
説
明

　７月１１日、下郷町小沼崎地内の現地で工事の
安全祈願祭が執り行われた。
　安全祈願祭には町議会議員を含めた約５０人が
出席し神事を行った。
　（仮称）下郷大橋は国道１１８号小沼崎バイパス
の一部となるコンクリートアーチ橋で、河川内に
橋脚を立てずアーチ分は２００mの長さになる。
このアーチ分の長さは東北で１番目に長く、全国
でも８番目に長い橋りょうとなる。
　高度な技術を要する工事で、一般の方が工事状
況を見ることのできる展望台の設置も予定されて
いる。令和３年度末の完成を目指すとのこと。

　７月１２日、下郷ふれあいセンターにおいて、
県道高陦田島線改修促進期成同盟会総会が開催さ
れ下郷・南会津両町議会議員が出席した。
　本路線は、通勤・通学に利用される生活道路で
あり、国道１２１号が不通となった時の代替路線
として重要な県道である。
　総会では南会津建設事務所から２つの事業内容
の説明があった。
　１つ目は、湯野上地内で、会津縦貫南道路建設
に伴う作業道路として国が県道の拡幅を行った。
これは賃借によるものであることから、県道とし
て拡幅用地を買収するために用地測量事業を行う
予定とのこと。
　２つ目は、下郷町落合地区の踏切で一部路盤が
下がっていることから補修工事を行うとのこと。
　質疑では、沢田地内の一部歩道が途切れている
箇所について今後の考えを尋ねたところ、既存の

（仮称）下郷大橋上部工事
安全祈願祭

（仮称）下郷大橋の完成イメージ

県道高陦田島線
改修促	進期成同盟会総会

側溝に蓋をかけ高さを合わせるなど方法を検討し
ているとのこと。また、白岩・水門間の道路周辺
の木の伐採の予定を尋ねたところ、道路敷地内で
あれば伐採できるが現地を確認し支障がないよう
にしたいとの回答だった。
　現地視察は、現在も要望を続けている落合集落
内の狭隘部分について現状説明を受けた。
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議会だよりギャラリー
議会とまちのうごきを

写真でレポート

　
私
た
ち
は
、
日
頃
の
ス
ト
レ

ス
を
ど
の
よ
う
に
し
て
解
消
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
大
人
は
、

山
歩
き
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど

様
々
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
子
ど

も
は
そ
の
解
消
が
う
ま
く
で
き

ず
、
時
に
は
活
動
エ
ネ
ル
ギ
ー

ま
で
も
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
「
精
神
疾
患
」

を
加
え
、
五
大
疾
病
に
切
り
替

え
ま
し
た
。
脳
卒
中
や
が
ん
患

者
の
数
を
超
え
る
勢
い
で
「
う

つ
病
・
認
知
症
」
が
増
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
今
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
森
林
の
中
で
の
癒
し
。

そ
の
癒
し
の
舞
台
は
、
身
近
に

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

	

（
玉
川
　
邦
夫
）

編
集
後
記

議会広報常任委員会
委 員 長　山名田　久美子
副委員長　玉　川　邦　夫
委　　員　猪　股　謙　喜
委　　員　小　椋　淑　孝

議会を傍聴しませんか

議会からのお願い
町議会定例会は３月・６月・９月・１２月に開かれます。
お問い合わせは町議会事務局（６９－１１２３）まで

議会だより取材のため、議会議員（広報常任委員）が写真撮影に
伺うことがあります。ご理解とご協力をお願いいたします。

　ふるさと体験実行委員会の「わくわくたん
けんし隊」事業で、小学生（会員数１６名）
が左走地区にある食品工場を見学しました。
　この時期は、こんにゃくよりは“心太（と
ころてん）”の製造で大忙しということです。
　工場に入るときは、バイ菌を持ち込まない
ようにと頭にキャップをし、消毒室を通って
いきます。製造過程は、ほとんどが自動化さ
れていました。左走は食品を製造するための
水や気候が適しているということです。

「アイエー・フーズ工場」

　白岩地区のサロン「白友会」の皆さん
に議会を傍聴していただきました。３月
に桃曽根のサロンで傍聴したことを知
り、地元の議員さんに教えていただきな
がら参加することができたとのことでし
た。今回残念ながら参加できなかったメ
ンバーの方は「ぜひ行ってみたかった」
と話されていたとのことです。

◆子どもたちが地元の工場を訪ねる◆

６月議会を傍聴していただきました。

作業を見学する子供たち

今後、一層魅力ある議会を目指してまいります。ありがとうございました。


